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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＦＤ　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月7日(2012.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１５０℃におけるフィルム長手方向および幅方向の２００％伸長時応力（Ｆ２００値）が
それぞれ３ＭＰａ以上６０ＭＰａ未満であり、
８０℃におけるフィルム長手方向および幅方向の貯蔵弾性率がそれぞれ２５００ＭＰａ以
上５０００ＭＰａ未満である成型用二軸配向ポリエステルフィルム。
【請求項２】
１，４－シクロヘキサンジメタノールおよび／または１，４－シクロヘキサンジカルボン
酸成分を含有し、その含有量が（１）式を満たし、
かつ、面配向係数が０．０７以上０．１３未満である請求項１に記載の成型用二軸配向ポ
リエステルフィルム。
５（モル％）≦ｘ＋ｙ≦２０（モル％）　　　（１）
ｘ：フィルム中のグリコール成分に対する１，４－シクロヘキサンジメタノール成分の含
有量（モル％）
ｙ：フィルム中のジカルボン酸成分に対する１，４－シクロヘキサンジカルボン酸成分の
含有量（モル％）
【請求項３】
２５℃におけるフィルム長手方向および幅方向の貯蔵弾性率がそれぞれ４０００ＭＰａ以
上１００００ＭＰａ未満である請求項１または２に記載の成型用二軸配向ポリエステルフ
ィルム。
【請求項４】
１５０℃におけるフィルム長手方向および幅方向の貯蔵弾性率がそれぞれ１００ＭＰａ以
上１５００ＭＰａ未満である請求項１～３のいずれかに記載の成型用二軸配向ポリエステ
ルフィルム。
【請求項５】
温度８０℃、荷重１９．６ｍＮで３分間保持した際のフィルム長手方向および幅方向の熱
変形率がそれぞれ－１．５％以上＋１．５％以下である請求項１～４のいずれかに記載の
成型用二軸配向ポリエステルフィルム。
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【請求項６】
フィルム中に粒子を含有し、
ヘイズが０．１％以上３％未満である請求項１～５のいずれかに記載の成型用二軸配向ポ
リエステルフィルム。
【請求項７】
１，４－シクロヘキサンジメタノールおよび／または１，４－シクロヘキサンジカルボン
酸成分を含有し、その含有量が（２）式を満たす請求項１～６のいずれかに記載の成型用
二軸配向ポリエステルフィルム。
５．３（モル％）≦ｘ＋ｙ≦１２．８（モル％）　　　（２）
ｘ：フィルム中のグリコール成分に対する１，４－シクロヘキサンジメタノール成分の含
有量（モル％）
ｙ：フィルム中のジカルボン酸成分に対する１，４－シクロヘキサンジカルボン酸成分の
含有量（モル％）
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